
83

天
界
第
二
＋
六
輝
（
第
三
三
二
正
肚
二
辮

。
パ
ー
シ
バ
ル
　
　
　
ロ
ー
エ
　
ル

彼
の
生
涯
寸
」
事
業

J
●

A
・
パ
タ
　
ソ
ン

　
凡
て
偉
大
な
事
は
嘗
て
熱
誠
無
く
し
て
成
就
さ
れ
た
例
は
な
い
。

　
i
－
i
エ
マ
ス
ン
。

　
パ
ー
シ
バ
ル
．
ロ
ー
エ
ル
の
人
格
中
に
は
普
通
以
上
に
科
誤
写
上
達

ミ
商
事
上
の
能
力
ε
が
結
合
さ
れ
て
ゐ
九
。
是
等
が
和
合
せ
し
め
ら
れ

る
こ
≦
は
稀
で
あ
る
。
下
る
天
文
二
上
の
問
題
を
岡
解
す
る
語
形
や
表

等
は
癒
々
三
王
記
事
の
金
銭
欄
ご
は
結
び
合
は
な
い
。
博
士
ロ
ー
エ
ル

の
場
合
に
は
是
等
は
結
合
さ
れ
て
み
た
。
・
こ
云
ふ
の
は
彼
は
数
學
の
大

家
で
あ
っ
た
マ
」
同
時
に
實
業
界
の
一
指
導
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
の
嗜
好
は
熟
心
な
成
功
し
富
む
學
生
ご
し
て
二
者
ら
し
く
、
且
つ
亦

有
力
な
威
功
に
富
む
商
人
ざ
し
て
寝
際
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
名
門
に

罰
す
る
一
員
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
五
五
年
ボ
ス
ト
ン
に
生
れ
た
。
彼
の

父
ア
ウ
ガ
ス
タ
ス
．
・
一
β
ル
は
ボ
ス
ト
ン
を
有
名
な
ら
し
め
た
教
育

及
修
養
ε
密
接
に
同
嚇
視
さ
れ
て
る
る
。
彼
の
母
は
】
八
五
回
年
の
駐

英
米
國
公
使
ア
ル
バ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の
娘
で
あ
．
つ
た
　
機
業
で
名

高
い
二
都
市
は
ロ
ー
レ
ン
ス
ー
こ
ロ
ー
エ
ル
の
家
族
名
を
帯
ひ
て
居
る
。

　
本
文
の
主
人
公
は
一
八
七
六
年
の
ハ
f
ヴ
ア
ド
大
墨
卒
業
生
で
あ
っ

た
◎
彼
は
青
年
時
代
に
卓
越
せ
る
藪
學
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
時

代
の
主
な
る
撒
學
家
が
彼
を
其
の
時
代
の
ハ
ー
ヴ
ア
ド
同
志
甲
の
最
も

偉
大
な
鰍
學
家
の
一
入
だ
、
こ
云
っ
て
み
る
。
彼
力
業
に
感
受
的
な
心
は

欧
洲
及
東
洋
ω
族
行
に
由
っ
て
大
い
に
稗
盆
せ
ら
れ
た
。
七
年
間
忠
實

に
商
業
に
勤
勉
し
た
後
、
彼
は
東
京
に
定
住
し
た
が
、
か
し
こ
で
彼
は

朝
鮮
か
ら
合
衆
國
へ
の
特
派
顧
問
官
並
に
外
國
秘
書
官
に
唐
子
さ
れ
た

彼
は
一
東
洋
帝
國
の
そ
の
米
國
族
行
に
於
け
る
最
初
の
大
使
の
任
を
受

信
し
た
。
而
し
て
其
の
朝
鮮
へ
の
飾
着
に
搾
り
彼
は
其
の
政
府
の
賓
客

ミ
な
っ
た
。
彼
は
亜
族
行
記
を
「
朝
鮮
一
朝
の
李
穏
ω
國
」
　
．
．
9
〔
乾
三

子
Φ
い
2
、
山
。
＝
一
、
①
客
。
・
三
㈹
9
巨
．
．
ε
題
し
て
出
版
し
た
。
先
達
っ
て
我

等
は
「
詩
人
の
生
活
に
於
け
る
天
文
學
」
に
塗
す
る
博
士
ワ
ツ
ト
ソ
ン
の

貴
重
な
説
を
聞
い
た
。
此
の
我
等
の
主
題
は
そ
の
裏
印
ち
「
天
文
學
者

の
生
活
に
於
け
る
詩
」
を
説
明
す
る
。
如
何
－
こ
な
れ
ば
「
朝
鮮
」
．
．
∩
げ
。
、
Φ
．
．
、

「
極
東
の
精
神
」
．
．
日
，
｝
・
Φ
っ
，
。
口
一
。
h
9
。
同
、
p
憶
国
塾
・
，
隻
及
ひ
「
能
登
一
日

本
の
二
面
瞼
の
一
角
」
、
。
z
g
。
…
暮
d
・
①
溢
、
一
。
．
＆
o
。
コ
、
①
門
。
『
旨
四
℃
．
．
冨
、
、
の

如
き
著
書
は
創
造
力
、
こ
魅
力
－
、
」
々
豊
富
に
有
し
て
み
る
。
爾
ほ
彼
の
豊

饒
な
心
意
は
「
火
星
」
窺
ウ
盆
富
．
．
（
一
八
九
五
年
）
「
太
陽
系
」
，
．
目
冨
Q
。
巳
p
【
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。。

m
。
診
．
．
（
一
九
〇
三
年
）
．
「
火
星
ミ
其
蓮
河
」
、
．
罫
話
弩
畠
冨
9
塁
、

『
、
、
（
一
九
〇
六
年
）
、
「
生
命
の
住
遜
ミ
し
て
の
火
星
」
　
．
、
多
占
器
昏
。

≧
。
曾
亀
H
・
騒
．
．
（
一
九
〇
九
年
）
b
「
各
世
界
の
進
化
」
、
．
↓
9
卑
。
ギ

ぎ
コ
。
巾
≦
。
と
・
・
．
．
（
一
九
一
〇
年
）
の
如
き
書
籍
…
、
及
び
智
識
階
級
の
各

種
の
雑
誌
、
出
版
物
中
の
多
く
の
論
文
を
も
共
に
實
－
こ
し
て
結
ぶ
に
至

っ
た
。

　
【
八
七
七
年
伊
太
利
人
ス
キ
ァ
パ
レ
リ
が
遊
星
の
火
星
を
組
織
的
に

「
研
究
中
著
し
い
印
し
の
一
列
を
登
見
す
る
に
奄
つ
た
。
そ
し
て
彼
は
そ

れ
を
カ
ナ
ー
リ
。
暮
雪
三
振
し
た
が
後
カ
ナ
ル
ズ
、
．
8
8
誌
．
》
蓋
開
ミ

不
正
確
に
指
せ
ら
れ
て
混
餓
の
源
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー

エ
ル
は
深
甚
な
る
興
味
を
以
っ
て
是
等
の
嚢
見
に
追
從
し
た
。
彼
の
思

想
は
黙
念
せ
ら
れ
、
義
心
を
以
っ
て
彼
は
是
等
の
観
測
を
鑛
張
し
、
燧

に
彼
等
に
基
い
て
火
星
、
從
っ
て
他
の
遊
星
の
住
ま
わ
る
可
き
事
に
關

す
る
彼
の
意
見
を
撮
し
た
の
で
あ
る
．
よ
り
充
分
な
観
測
－
こ
正
確
な
記

録
を
な
す
望
め
に
多
く
の
時
間
を
費
し
て
天
文
毫
－
こ
し
て
の
出
点
る
丈

け
善
良
な
揚
所
を
探
索
し
た
。
望
遠
鏡
的
槻
測
に
冷
す
る
大
な
る
敵
は

混
書
の
感
ぜ
ら
れ
な
い
渦
巻
で
あ
っ
て
，
そ
れ
は
大
望
遠
鏡
に
は
よ
り

著
し
く
而
し
て
遊
星
の
詳
細
を
混
齪
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
其
結
果

は
丁
度
或
人
が
上
手
に
字
を
書
い
た
紙
一
頁
を
持
ち
上
げ
て
、
観
測
者

の
前
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
振
っ
て
、
そ
の
後
其
人
に
封
っ
て
何
を
御

覧
に
な
り
ま
す
、
こ
尋
ね
る
の
ミ
似
て
み
ろ
。
最
善
の
器
械
を
使
っ
て
み

る
最
良
の
電
力
も
其
の
頁
の
上
に
書
か
れ
た
事
を
知
る
に
三
重
遽
歩
も

爲
さ
な
い
。
ウ
ラ
ニ
ァ
女
神
は
秘
し
立
て
を
す
る
。
そ
し
て
彼
女
の
秘
密

を
門
々
に
言
ひ
表
は
さ
う
一
こ
は
し
な
い
。
而
も
彼
女
が
己
が
諦
秘
の
何

れ
か
を
委
ね
る
に
至
る
迄
に
は
彼
女
の
禮
智
者
よ
り
創
意
ξ
耐
忍
－
こ
直

豊
・
こ
嚢
虫
力
．
こ
を
要
求
す
る
。
私
が
「
室
氣
の
渦
巻
流
」
、
騨
云
ふ
時
に
私

は
風
を
意
味
し
て
み
な
い
。
之
等
の
邪
魔
な
流
れ
は
普
通
の
五
感
に
は

感
じ
得
な
い
。
そ
し
て
美
は
し
い
夜
，
雲
な
き
室
の
下
に
も
、
叉
「
天
の

床
が
輝
く
黄
金
レ
錆
で
営
め
ら
れ
た
」
時
に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

或
天
文
毫
は
観
測
す
る
よ
り
も
寧
ろ
他
か
ら
見
ら
れ
た
い
が
爲
め
に
置

か
れ
、
そ
し
て
高
い
山
頂
も
善
い
シ
ー
イ
ン
グ
。
。
。
愈
渥
に
助
け
に
な
ら

な
い
。
フ
ラ
ン
ス
や
ア
ル
ゼ
リ
ヤ
、
メ
キ
シ
コ
高
原
及
び
南
ア
メ
リ
カ

の
ア
ン
デ
ス
山
等
は
順
次
に
訪
は
れ
た
。
然
し
結
局
北
部
ア
リ
ゾ
ナ
の

フ
ラ
グ
ス
タ
フ
に
於
け
る
約
七
三
〇
〇
駅
の
塵
に
あ
る
場
所
が
最
後
に

選
揮
せ
ら
れ
た
。
其
慮
は
二
面
が
不
穏
丁
且
稀
薄
に
さ
れ
て
居
り
、
そ

し
て
煙
や
砂
塵
や
或
入
口
稠
密
な
中
心
地
の
乱
発
の
交
通
か
ら
生
す
る

塞
氣
の
震
動
を
愚
か
外
に
し
て
み
る
。
而
し
て
か
・
る
事
情
の
下
に
観

測
す
る
天
文
写
影
は
專
問
語
に
於
け
る
最
善
の
「
シ
ー
イ
ン
グ
」
を
享
樂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ム

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
是
等
の
環
暁
の
中
に
大
き
な
圓
屋
根
が
そ
の

二
十
四
吋
屈
折
望
遠
鏡
ご
共
に
一
八
九
四
年
に
設
立
せ
ら
れ
、
箕
、
の
中

心
の
園
り
に
塁
員
】
同
の
家
屋
を
含
む
可
成
り
の
村
が
や
」
に
出
野
上

つ
た
。
其
の
後
憂
の
圓
屋
根
の
下
に
四
十
吋
屈
折
望
遠
鏡
が
据
附
け
ら
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れ
た
が
、
そ
れ
は
遊
星
の
詳
細
を
緻
密
に
正
確
に
研
究
す
る
に
は
駄
目

な
事
が
知
れ
た
。
此
塵
で
多
年
ロ
ー
エ
ル
は
彼
の
豆
煎
ε
共
に
並
並
門

並
に
分
光
器
的
事
業
の
多
量
を
創
造
し
た
。
始
め
に
彼
は
天
及
學
者

　
パ
ン
セ
ォ

の
英
難
廟
に
葬
ら
る
・
の
資
格
を
得
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
天
文

憲
毘
か
ら
多
大
起
る
鰍
の
天
無
官
離
職
の
幻
燈
薔
敗
や
無
比
の
察
眞
分
光
器

に
よ
る
像
等
が
製
出
さ
れ
た
、
そ
れ
に
由
り
學
閥
は
し
な
い
が
感
賞
的

な
人
々
は
我
等
が
生
き
，
働
き
叉
我
等
の
存
在
を
有
す
る
此
の
宇
宙
の

偉
観
の
知
る
概
念
を
引
き
出
す
事
が
出
來
る
。
博
士
ロ
ー
エ
ル
は
彼
の

死
後
此
天
交
聾
心
事
業
を
進
行
さ
せ
行
く
一
こ
云
ふ
決
意
の
中
に
避
け
所

を
見
出
し
た
高
鷲
な
野
心
を
有
し
て
み
た
。
、
而
し
て
・
覧
れ
を
俗
懐
さ
せ

ろ
爲
め
に
彼
は
自
已
の
信
託
人
ミ
し
て
、
學
識
あ
り
同
種
の
嗜
好
を
有

す
る
從
兄
弟
ガ
イ
・
ロ
ー
エ
ル
を
選
ん
だ
。

　
私
は
一
九
一
六
年
七
月
四
日
此
の
天
文
峯
を
訪
ふ
愉
快
を
有
し
た
。

そ
し
て
ス
リ
フ
ァ
ー
氏
及
び
ラ
ン
プ
ラ
ン
ド
氏
は
私
が
此
の
協
會
の
一

役
員
な
る
故
を
以
っ
て
長
く
記
憶
す
べ
き
町
重
な
漱
待
を
與
え
ら
れ
た

ロ
ー
エ
ル
氏
自
身
は
ボ
ス
ト
ン
に
行
っ
て
不
在
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ー
エ
ル
天
文
皇
の
設
立
さ
れ
た
一
つ
の
圭
要
目
的
は
火
星
上
に
あ

る
、
微
細
な
印
し
ω
観
測
に
あ
っ
た
。
其
事
實
は
全
く
明
瞭
で
あ
る
、

疑
問
は
是
響
か
ら
演
繹
さ
る
べ
き
適
當
な
結
論
に
在
る
。
世
に
は
二
つ

の
推
論
の
道
が
あ
る
。
一
つ
は
確
定
的
に
謹
聴
官
て
り
れ
た
前
提
か
ら

演
繹
す
る
も
の
、
‘
他
は
蹄
納
法
に
よ
る
も
の
、
師
ち
多
く
の
例
の
早
る

特
殊
的
の
例
の
考
察
及
び
分
類
よ
の
翻
る
推
定
に
達
す
る
も
の
こ
れ
で

あ
る
．
締
納
的
方
法
ほ
観
測
さ
れ
た
事
象
の
一
組
を
了
解
し
、
彼
等
を

眞
の
原
因
又
R
、
法
則
に
關
係
あ
ら
し
め
る
の
目
的
で
す
る
正
鋸
な
解
繹

で
あ
る
。
海
王
星
、
伊
獲
見
せ
ら
れ
た
の
も
此
の
方
法
に
因
っ
た
の
で
あ

る
。
遊
星
な
る
天
王
星
の
旙
動
は
既
知
存
在
の
天
皇
の
引
力
に
照
引
し

て
は
説
明
さ
れ
な
い
、
こ
云
ふ
事
實
か
知
れ
た
。
其
折
に
裁
て
天
王
星
の

眞
軌
道
か
ら
、
そ
れ
を
横
道
に
入
ら
し
め
る
未
知
天
艦
の
位
置
に
軽
し

て
理
論
的
計
算
が
な
さ
れ
た
。
換
言
せ
ば
罷
齪
の
事
實
い
知
れ
て
み
る

が
、
何
慮
に
擁
齪
者
は
居
る
か
の
問
題
で
あ
っ
た
。
我
等
の
知
っ
て
み

る
漕
懐
に
英
天
山
久
學
M
石
ア
ダ
ム
ス
ε
佛
天
文
漁
者
ル
ベ
リ
ェ
ー
ぐ
呂
か
各
畑
蜘

立
に
働
き
な
が
ら
此
の
問
題
を
解
い
た
。
そ
し
て
海
王
星
は
登
見
せ
ら

．
れ
、
新
し
い
而
も
未
だ
知
ら
れ
な
か
っ
た
太
陽
系
の
一
員
－
こ
し
て
紹
介

せ
ら
れ
九
の
で
あ
る
。

　
さ
て
此
慮
に
フ
ラ
グ
ス
タ
フ
天
文
皇
に
於
け
る
倦
ま
ざ
ス
。
働
き
手
に

由
り
観
測
さ
れ
，
記
録
さ
れ
た
も
の
ご
し
て
の
事
實
が
あ
る
。
彼
等
の

登
見
に
は
善
良
な
器
械
及
び
良
好
な
税
力
以
上
の
も
の
を
必
要
－
こ
し
た

そ
れ
に
は
蝿
取
が
見
る
所
の
も
の
を
了
解
し
解
還
す
る
爲
め
に
思
想
の

範
園
に
働
く
寸
歩
を
要
し
九
。

　
一
、
火
星
は
並
へ
軸
上
を
二
四
時
一
二
七
分
日
ご
一
、
山
ハ
五
秒
に
廻
繭
将
す
る
。

辿
れ
は
火
星
の
】
日
を
櫛
形
〇
秒
丈
け
地
球
の
一
日
よ
り
長
か
ら
し
め

．
る
。
．
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二
、
其
軸
の
位
置
決
定
の
最
近
な
も
の
，
此
の
天
文
盗
で
一
九
〇
五

年
迄
の
凡
て
最
良
の
観
測
か
ら
決
定
さ
れ
た
も
の
は
此
遊
星
の
軌
道
の

二
面
に
封
ず
る
傾
斜
－
こ
し
て
二
四
度
を
與
え
て
み
る
。
此
の
決
定
は
爾

來
英
國
航
海
暦
に
組
合
さ
れ
て
來
た
。
斯
る
傾
き
は
季
節
を
し
て
殆
，
ご

我
が
地
球
の
相
封
事
た
ら
し
め
る
。
但
し
か
の
軌
道
離
心
率
は
彼
等
季

節
を
相
異
っ
て
反
封
に
位
置
せ
し
め
る
。

　
三
、
そ
の
年
は
地
球
の
日
で
云
へ
ば
六
八
七
年
よ
り
成
り
。
そ
れ
自

身
の
日
の
六
六
九
目
よ
り
成
る
。

　
四
、
そ
れ
は
極
冠
を
示
め
し
。
そ
は
火
星
の
住
人
（
住
者
あ
り
噛
こ
せ

ば
）
の
夏
に
溶
解
し
再
び
火
星
住
人
の
冬
に
形
ち
作
ら
る
、

　
五
、
出
來
つ
、
あ
る
極
冠
は
不
定
形
の
外
形
で
あ
る
。
そ
れ
は
霧
の

如
き
白
色
に
し
て
，
徐
々
周
園
の
陸
地
に
呑
ま
れ
る
。

　
六
、
一
方
に
嘗
て
解
け
つ
、
あ
る
極
冠
は
極
冠
－
こ
共
に
退
く
緑
色
の

欝
に
由
り
境
界
さ
れ
て
る
る
。
此
れ
は
そ
れ
が
冠
の
崩
壌
の
産
物
た
る

事
を
示
め
し
て
み
る
。
些
事
實
は
そ
れ
が
二
酸
化
炭
素
に
由
り
形
ち
作

ら
れ
た
一
こ
云
ふ
可
能
性
を
除
外
す
る
。
何
－
こ
な
れ
ば
彼
の
物
質
は
＝
氣

塵
或
は
そ
れ
以
下
の
歴
力
に
て
は
例
へ
ば
火
星
に
存
在
す
る
が
如
き
、

宜
ち
に
固
艘
か
ら
瓦
斯
の
歌
態
に
攣
は
る
。
そ
れ
故
我
等
に
は
我
等
が

知
る
此
の
現
象
を
生
じ
得
る
唯
】
の
物
質
－
こ
し
て
水
の
み
残
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
七
、
極
の
雪
が
な
す
大
な
る
溶
解
は
彼
等
の
量
が
其
の
籏
が
り
に
反

し
て
そ
れ
程
大
で
な
い
事
か
二
好
め
し
而
し
て
、
其
の
堆
積
が
乏
し
い
事

を
創
め
し
て
み
る
。

　
八
、
表
面
は
赤
色
の
寒
土
・
こ
青
緑
色
の
地
方
－
こ
に
匠
別
さ
れ
る
，
赤

色
か
か
っ
た
線
は
飴
程
よ
の
廣
大
で
あ
る
。
之
れ
は
我
が
地
球
の
赤
み

が
・
つ
た
砂
漠
の
如
き
見
え
を
有
し
回
般
的
働
き
か
ら
句
構
造
ミ
し
て

砂
漠
な
る
事
を
指
し
示
め
す
の
で
あ
る
。

　
九
、
青
線
色
の
地
域
は
水
の
旗
が
り
、
こ
認
め
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る

が
、
今
や
か
く
の
如
き
も
の
一
こ
し
て
知
ら
れ
て
み
な
い
。
何
－
こ
な
れ
ば

彼
等
籏
〃
り
は
場
所
に
居
て
永
久
的
な
線
及
鮎
で
縫
ひ
合
は
さ
れ
て
み

る
。
そ
れ
は
彼
等
が
湖
や
海
で
あ
か
ば
斯
く
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
Q

　
一
〇
，
彼
等
は
火
星
往
人
の
季
節
に
連
れ
て
憂
化
す
る
、
冬
の
月
々

の
間
に
は
さ
め
、
夏
の
月
々
の
間
に
は
色
合
か
濃
く
な
る
。
彼
等
は
要

す
る
に
植
物
の
如
く
行
ふ
、
そ
し
て
凡
て
の
謹
糠
は
彼
等
の
性
質
－
こ
し

て
植
物
た
る
べ
く
指
示
す
る
。

　
＝
，
極
冠
が
溶
解
し
、
又
再
び
形
ち
作
ら
る
、
の
事
實
は
上
述
の

如
く
、
火
星
住
人
の
大
氣
中
に
水
蒸
氣
の
存
在
す
る
を
示
め
す
も
の
で

あ
る
。

　
＝
一
，
此
の
永
蒸
氣
ば
皇
員
の
一
人
な
る
ス
リ
フ
ァ
ー
博
士
の
撮
ら

れ
た
分
光
器
帯
下
に
記
録
さ
れ
て
み
る
。
月
－
こ
火
星
の
同
じ
高
度
の
ス

ペ
ク
ト
ル
が
同
じ
感
光
板
上
に
記
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
其
の
結
果
、
こ
し

て
生
す
ろ
水
蒸
氣
の
「
a
」
帯
密
度
は
火
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
於
て
よ
り



－

著
し
い
事
を
期
せ
ら
れ
た
。
八
枚
の
感
光
板
が
凡
て
に
穿
て
用
ゐ
ら
れ

た
〇　
一
一
『
此
の
遊
星
の
表
面
攣
化
の
事
實
は
火
星
の
大
氣
存
在
を
確
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
一
四
、
覗
表
面
の
線
の
周
園
に
見
え
る
春
光
は
同
じ
事
柄
に
具
し
謹

櫨
を
供
す
る
。

　
一
五
、
此
遊
星
の
低
き
反
射
能
は
此
の
大
氣
の
密
度
は
我
地
球
の
大

氣
よ
彰
甚
だ
低
き
も
の
な
る
事
を
誼
す
る
。

　
一
六
，
是
等
の
藪
箇
の
事
實
は
凡
て
火
星
が
大
氣
を
有
し
て
居
る
事

を
息
め
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
水
蒸
氣
を
含
む
故
に
瓦
斯
の
蓮
動
説

か
ら
恐
ら
く
，
よ
り
重
い
瓦
斯
艦
即
ち
窒
素
、
酸
素
、
炭
酸
瓦
斯
等
を

も
含
む
で
あ
ら
う
。

　
一
七
、
水
蒸
氣
の
量
が
地
上
他
の
何
物
よ
の
も
砂
漠
の
上
の
水
蒸
氣

に
よ
く
符
合
す
る
事
。

　
一
八
，
此
の
遊
星
上
の
唯
一
の
水
は
大
盛
事
－
こ
極
の
雪
中
に
存
在
す

る
事
。
そ
れ
故
に
火
星
は
水
の
無
い
の
で
困
っ
て
み
る
遊
星
で
あ
っ
て

唯
極
冠
の
溶
解
に
由
っ
て
の
み
水
の
表
面
分
布
を
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

極
冠
は
灰
白
の
霜
取
は
雪
に
過
ぎ
な
い
，
こ
云
ふ
事
實
に
基
く
彼
等
（
極

冠
）
の
活
動
か
ら
我
等
は
火
星
土
の
温
度
は
決
し
て
甚
だ
低
い
も
の
で

な
い
一
こ
云
ふ
第
一
の
謹
嫁
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
、
雪
の
冠
は
緯
度
八
＋
七
度
時
ε
し
て
夏
に
遙
か
迄
に
至
れ
ば

沿
失
す
る
ミ
云
、
一
事
實
は
其
温
度
は
時
．
こ
し
て
は
明
か
に
甚
だ
高
い
事

を
示
め
す
も
の
で
あ
る
。

　
二
〇
．
此
の
研
究
の
結
果
は
火
星
の
李
均
温
度
は
多
分
約
三
糸
八
度

あ
る
一
こ
云
．
幽
事
を
示
め
す
欝
，
め
で
あ
る
。
之
れ
は
地
球
の
李
均
温
度
1

一
普
通
綿
密
「
五
度
ゾ
解
し
て
考
へ
ら
る
一
1
か
ら
梢
然
し
鯨
り
甚
し
か

ら
ざ
る
寒
さ
で
あ
る
Q

　
一
二
、
視
表
面
の
杢
光
景
は
他
の
結
論
を
確
め
る
。
極
冠
の
溶
解
が

始
ま
る
時
期
及
び
そ
れ
が
終
る
時
、
我
等
の
暦
の
八
月
二
十
日
．
頃
に
相

遣
す
る
時
ー
ー
細
れ
こ
そ
凝
る
べ
き
冬
の
初
雪
が
現
は
れ
る
時
期
で
あ

る
ー
ー
凡
て
巽
、
の
鈍
息
温
度
は
丁
度
理
論
的
方
法
か
き
め
る
程
ら
し
い
「

ミ
示
め
す
傾
が
あ
る
。

　
二
二
、
然
し
乍
ら
夏
ご
冬
－
こ
の
間
の
淵
度
の
溶
化
は
火
星
住
人
の
室

氣
が
稀
薄
な
・
こ
云
ふ
封
由
の
爲
め
に
多
大
で
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
そ
し

て
之
れ
は
叉
六
十
度
以
下
の
緯
度
一
…
そ
れ
迄
は
年
の
初
雪
の
降
る
時

に
其
の
最
初
の
降
雪
が
達
す
る
ω
車
實
か
ら
も
亦
多
大
で
あ
る
ε
見
え

る
〇
　
二
三
、
然
し
乍
ら
其
室
氣
の
稀
薄
は
植
物
に
妨
害
－
こ
は
な
ら
な
い
火

星
の
氣
候
は
山
頂
の
そ
れ
で
な
く
、
高
原
の
そ
れ
で
あ
り
、
甚
だ
困
難

な
問
題
で
あ
る
。

　
是
等
二
箇
の
事
實
即
ち
充
分
な
水
ε
不
都
合
な
き
温
暖
か
ら
し
て
我

等
は
火
星
上
の
條
件
は
或
る
種
の
有
機
物
の
生
存
に
全
く
適
合
し
て
ゐ
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る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
之
れ
ロ
ー
エ
ル
天
文
皇
に
於
け
る
魁
去
十
五

年
間
の
観
測
が
確
立
し
た
結
果
の
“
つ
で
あ
る
。

　
我
等
は
最
も
通
俗
的
興
味
の
あ
る
事
柄
の
一
の
、
か
の
火
星
上
有
機

的
生
命
が
現
在
居
住
せ
る
や
否
や
の
問
題
に
今
や
移
り
行
く
。
有
機
的

生
命
は
其
生
存
に
水
を
必
要
、
こ
す
る
。
濁
水
が
火
星
上
に
存
在
す
る
事

を
我
等
は
見
る
。
然
し
非
常
に
僅
少
の
量
し
か
存
し
な
い
爲
め
に
若
し

何
等
か
の
種
類
の
生
命
が
彼
慮
に
存
す
る
一
こ
せ
ば
そ
れ
は
王
、
こ
し
て
水

の
供
給
の
短
め
に
導
線
の
雪
の
孚
年
毎
の
溶
解
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
何
ん
一
こ
な
れ
ば
火
星
の
残
の
部
分
（
爾
極
以
外
の
）
の
上
に
は
何
等

水
の
表
面
集
合
罷
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
一
八
七
七
年
の
ス
キ
ア

パ
レ
リ
に
始
ま
り
フ
ラ
グ
ス
タ
フ
に
於
け
る
以
來
非
常
に
旛
張
さ
れ
た

藪
年
間
は
次
の
事
を
革
め
し
た
ー
ー

　
二
四
、
火
星
の
表
面
は
歎
條
の
線
－
こ
数
箇
の
鮎
、
こ
の
美
し
い
網
図
で

奇
妙
に
網
に
作
ら
れ
て
み
る
。

　
二
五
、
火
星
を
よ
く
見
れ
ば
見
る
程
此
の
奇
怪
な
網
は
そ
れ
自
脅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ホ
オ
ホ
ヒ

よ
り
よ
く
露
す
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
全
く
恰
も
火
星
の
全
表
面
に
面
紗

が
せ
ら
れ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
二
六
、
網
叢
の
線
は
各
々
驚
く
程
軍
国
で
、
恰
も
彼
等
が
最
高
の
正

確
を
以
っ
て
敷
か
れ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
二
七
、
彼
等
の
李
均
幅
員
は
明
か
に
＋
哩
乃
至
＋
五
哩
で
、
確
か
に

そ
れ
よ
り
も
大
き
く
は
な
い
。
そ
し
て
よ
り
美
し
い
種
類
の
も
の
は
一

手
叉
は
二
哩
に
降
っ
て
み
る
Q

　
二
八
、
彼
等
が
三
章
す
る
場
所
は
小
さ
な
、
窪
い
暗
い
鮎
で
あ
っ
て

記
者
は
て
れ
を
膏
雨
2
・
．
。
・
、
こ
呼
ん
で
み
る
。

　
二
九
、
彼
等
の
外
観
は
甚
し
く
幾
何
面
的
で
あ
っ
て
、
其
の
表
面
上

に
於
け
る
人
工
（
か
く
云
ひ
得
べ
く
ん
ば
）
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
〇
、
此
の
如
く
一
つ
の
極
冠
で
現
さ
れ
た
現
象
の
六
箇
月
後
に
一

つ
の
正
規
な
波
か
反
封
の
方
向
に
あ
る
税
期
．
面
の
下
方
に
由
る
他
の
極

冠
か
ら
起
る
。
か
く
火
星
住
人
の
一
年
侮
に
暗
か
ら
し
め
る
二
箇
の
波

が
交
互
に
カ
ナ
ル
組
織
を
一
管
か
ら
他
冠
へ
・
こ
影
響
を
興
へ
る
。
此
の

律
動
的
振
動
は
外
観
上
火
星
の
各
季
節
に
正
確
に
調
和
さ
れ
て
み
る
。

　
三
「
、
彼
の
膏
地
も
一
つ
の
同
じ
正
規
な
攣
化
を
な
す
も
の
で
あ
る

最
も
些
細
な
目
釘
接
手
か
ら
も
彼
等
は
全
く
大
き
な
圓
い
鮎
に
獲
秘
す

る
、
そ
れ
か
ら
丁
度
善
い
時
に
再
び
以
前
の
欺
態
に
愛
は
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
前
に
「
此
虎
　
に
事
審
ハ
。
か
あ
る
」
－
こ
蓮
べ
た
が
、
A
「
や
私
は
「
此
」
腿

に
結
論
が
あ
る
L
ミ
附
言
す
ろ
。
若
し
或
人
か
初
め
に
此
の
線
，
こ
匙
－
こ

の
磨
墨
の
外
観
を
次
に
そ
の
規
則
的
な
行
動
を
考
へ
る
，
こ
す
れ
ば
、
彼

は
其
の
幾
何
學
王
義
が
何
か
自
然
的
過
程
に
由
る
か
、
る
程
度
の
因
果

關
係
の
存
す
る
事
を
排
す
る
事
而
し
て
他
方
か
く
の
如
き
は
正
し
く
爾

極
の
響
の
溶
解
に
よ
る
画
工
的
灌
瀧
系
統
が
装
ふ
光
景
で
あ
る
事
を
認

め
る
で
せ
う
。
水
は
そ
れ
が
溶
解
せ
ら
る
頃
に
得
ら
る
・
に
過
ぎ
な
い

か
ら
、
叉
水
は
例
か
有
機
的
生
命
の
爲
め
に
得
ら
る
・
も
の
で
あ
る
か
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ら
、
水
が
得
ら
れ
る
の
は
著
し
い
極
冠
に
刻
目
を
附
け
て
噌
こ
ら
れ
、
而

も
て
只
そ
れ
の
み
に
宙
る
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
故
に
若
し
火
星
に
任

回
し
得
べ
《
ば
、
そ
れ
は
正
し
く
我
等
が
見
た
い
一
こ
希
望
す
る
様
な
か

』
る
奇
怪
な
組
織
で
あ
り
、
且
つ
唯
か
Σ
る
説
明
に
由
っ
て
の
み
そ
れ

は
事
項
を
設
明
し
得
る
様
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
す
ぢ

　
此
等
の
條
は
所
謂
火
星
の
蓮
河
で
あ
る
。
我
等
が
見
る
の
は
巧
妙
な

遣
り
方
自
身
で
あ
る
噛
こ
は
假
想
さ
れ
て
る
な
い
。
反
甥
に
是
等
の
條
の

行
動
は
我
等
が
眺
め
て
み
る
も
の
は
植
物
で
あ
る
事
を
指
し
示
め
す
も

の
で
あ
る
。
さ
て
植
物
生
長
は
水
の
供
給
に
由
っ
て
の
み
惹
起
す
る
。

我
等
ω
見
る
所
は
ナ
イ
ル
河
の
年
々
の
洪
水
－
こ
似
て
み
ろ
。
そ
れ
に
就

い
て
は
室
中
か
ら
の
見
物
人
に
一
こ
つ
て
は
河
自
身
は
見
る
に
鯨
り
に
挾

過
ぎ
唯
其
の
爾
岸
の
青
々
し
た
草
木
の
あ
る
國
の
み
か
見
え
る
で
あ
ら

う
。
溜
れ
こ
そ
我
等
が
火
星
の
場
合
に
そ
う
だ
一
こ
考
へ
る
所
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
水
は
可
能
ら
し
く
見
え
る
、
鮮
紅
る
導
水
渠
に
て
導
か
ろ

る
か
、
或
は
然
ら
ざ
る
か
面
諭
は
述
べ
得
な
い
け
れ
，
こ
も
、
そ
れ
の
結

果
は
容
易
に
看
取
し
得
ら
れ
、
又
か
Σ
る
灌
母
樹
統
が
示
め
す
べ
き
所

に
正
確
に
｝
致
し
て
み
る
が
務
め
に
、
我
等
は
止
む
な
く
、
か
く
の
如

き
は
誠
に
そ
の
眞
行
く
．
．
p
6
。
＝
・
，
ρ
な
の
S
信
ぜ
ざ
ろ
を
得
な
い
の
で

あ
る
是
等
凡
て
に
封
し
て
は
私
は
多
く
フ
ラ
グ
ス
タ
フ
の
天
文
學
者
の

親
切
に
負
ふ
て
る
る
。

是
等
の
前
提
か
ら
の
演
繹
は
簡
軍
に
し
て
複
塩
で
な
い
。
火
星
上
の
植

物
の
存
在
が
彼
慮
の
暗
き
印
の
唯
一
の
合
理
的
説
明
で
あ
る
の
は
彼
等

の
外
劇
か
ら
の
み
な
ら
す
、
彼
等
が
行
ふ
火
星
人
の
】
年
の
各
纏
貸
す

る
季
節
に
於
け
る
憂
化
の
追
加
的
事
實
に
由
っ
て
も
考
へ
ら
れ
る
。
H

植
物
席
系
ま
憎
9
の
存
在
は
心
匠
域
の
動
物
㌘
・
碁
あ
り
ご
思
は
し
め
・

る
動
…
機
で
あ
る
。
植
物
に
し
て
溶
し
動
物
の
生
命
を
支
ふ
る
の
で
無
け

れ
ば
何
の
用
途
が
あ
ら
う
そ
．
l
I
而
し
て
若
し
彼
塵
の
諸
動
物
に
し
て

萬
一
そ
の
中
に
智
的
動
物
生
命
換
言
せ
ば
此
慮
の
人
類
か
我
が
地
球
に

封
し
て
有
っ
て
み
る
様
な
同
じ
關
係
を
火
星
に
封
し
て
断
つ
べ
き
動
物

が
居
な
い
こ
す
る
な
ら
ば
，
そ
れ
は
奇
怪
な
事
ぐ
」
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

倫
ほ
夏
に
極
に
源
し
て
み
る
水
は
季
節
が
進
む
に
連
れ
て
赤
道
の
方
へ

一
こ
下
っ
て
行
く
。
そ
れ
は
此
の
進
行
を
重
力
の
作
用
に
損
ら
す
し
て
爲

す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
人
工
的
（
自
然
的
の
封
、
こ
し
て
の
人
工
）

に
其
の
目
的
を
盛
行
す
る
様
に
助
け
ら
れ
た
一
こ
推
測
さ
れ
る
事
ほ
避
け

難
い
事
で
あ
る
。
需
そ
れ
は
一
様
に
進
歩
す
る
が
其
様
は
自
然
の
疾
走

す
る
川
の
様
で
な
く
或
虚
血
其
の
移
韓
は
助
け
ら
れ
て
み
る
。
如
何
に

し
て
叉
如
何
な
る
方
法
に
由
る
も
の
で
せ
う
？
・

　
ロ
ー
エ
ル
は
聴
和
す
る
事
な
く
彼
の
説
明
を
與
へ
結
論
を
述
べ
て
み

る
。
彼
の
著
「
黒
豆
の
住
堪
ミ
し
て
の
火
星
」
中
に
彼
は
次
の
如
く
云
っ

て
み
る
！
1

　
我
等
は
何
等
思
索
に
は
耽
ら
な
か
っ
た
。
我
等
は
注
意
深
く
此
の
場

合
に
於
け
る
情
況
謹
稼
を
考
へ
た
。
そ
し
て
我
等
は
そ
れ
が
智
識
一
1
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そ
れ
は
か
の
他
の
球
上
に
活
動
し
、
他
の
何
物
に
も
雨
立
し
な
い
も
の

一
1
を
指
し
燐
め
す
、
こ
云
ふ
事
を
登
見
し
た
。
我
等
は
其
の
原
因
を
獲

見
し
た
一
こ
信
ず
る
に
於
て
正
當
な
る
を
聴
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
我
等
の

結
論
は
図
れ
で
あ
る
。
即
ち
望
遠
観
が
我
等
に
啓
示
す
る
之
等
奇
妙
な

恰
好
は
か
の
生
命
遊
謹
ヶ
る
事
、
而
し
て
決
し
て
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
階

級
の
盈
命
が
現
在
此
の
遊
星
に
住
居
し
て
み
る
事
似
れ
で
あ
る
。
か
く

我
等
が
細
か
に
見
た
観
測
は
火
星
が
現
今
住
居
さ
れ
て
る
る
一
こ
の
結
論

に
我
等
を
導
く
の
み
な
ら
す
、
彼
等
は
我
等
を
導
い
て
是
等
住
民
は
相

知
り
合
ふ
の
儂
値
が
あ
る
階
級
の
者
で
あ
る
S
云
ふ
夏
に
進
ヘ
ゼ
結
論

に
至
ら
し
め
る
。
我
等
に
ミ
つ
て
更
に
重
大
な
る
は
彼
等
の
存
在
の
事

實
か
進
化
の
途
上
に
於
て
彼
等
が
我
等
よ
り
も
優
っ
て
み
る
一
こ
云
ふ
事

に
由
っ
て
拳
々
興
味
を
多
大
な
ら
し
め
る
、
こ
云
ふ
事
で
あ
る
。
…
…
…

我
等
が
彼
等
ぐ
」
何
か
よ
り
直
接
な
方
法
に
由
っ
て
話
し
合
・
ρ
様
に
な
る

か
，
こ
う
か
は
。
今
日
の
科
學
が
何
等
決
定
す
べ
き
基
礎
を
有
し
な
い
問

題
で
あ
る
。

　
か
・
る
人
物
に
由
り
，
叉
か
・
る
黒
鴨
的
學
識
に
由
っ
て
爲
さ
れ
た

此
の
最
後
の
観
測
は
彫
工
愚
鈍
に
も
彼
に
郷
た
れ
た
蹄
罪
！
一
即
ち
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

は
む
や
み
に
火
星
に
魅
か
れ
て
る
て
、
漠
然
．
こ
想
像
を
逞
う
せ
し
め
、

彼
の
有
名
な
る
古
典
「
ガ
リ
バ
ー
の
族
行
記
」
．
、
Ω
岳
一
・
q
、
。
・
県
く
。
一
・
、

に
於
け
る
デ
イ
ー
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
封
抗
せ
ん
ξ
さ
え
求
め
た
ε
の

脇
罪
か
ら
彼
を
救
ふ
も
の
で
あ
る
。

　
然
し
博
士
ロ
ー
エ
ル
に
由
り
四
苦
さ
れ
た
論
理
に
も
か
、
は
ら
す
、

其
の
住
ま
は
る
・
事
に
就
い
て
の
み
な
ら
す
，
亦
睡
中
ω
居
佐
に
撮
し

て
さ
え
も
、
如
何
に
容
易
に
我
等
は
科
青
照
研
究
か
ら
小
説
的
の
話
の

信
頼
し
難
い
途
へ
轄
す
る
か
を
知
れ
ば
，
我
等
は
躊
躇
ω
感
を
裁
っ
て

火
星
に
近
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
評
論
一
八
九
八
年
十
月

號
に
次
の
話
が
載
っ
て
み
る
。
何
ん
で
も
つ
ま
ら
な
く
聞
き
た
が
る
種

類
の
一
婦
人
が
懸
る
有
名
な
天
文
學
者
に
…
巡
汚
し
て
、
一
つ
ω
疑
問
を

尋
ね
て
よ
い
か
ご
懇
願
し
た
。
「
左
様
、
御
夫
人
，
若
し
そ
れ
が
火
星
の

事
で
な
け
れ
ば
」
。
・
こ
彼
は
答
へ
た
。
そ
れ
は
火
星
ω
事
で
あ
っ
た
の
だ

俗
的
氣
分
は
推
量
の
魅
力
で
飾
っ
た
哲
學
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
難
事

も
考
へ
得
べ
き
も
の
は
興
味
が
あ
ら
う
。
然
し
甘
々
は
詮
嫁
の
巖
の
上

に
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
観
測
を
有
し
て
假
定
説
を
少

し
し
か
失
せ
な
い
の
は
。
観
測
を
多
く
外
せ
な
い
で
、
多
く
の
暫
定
誠

を
有
す
る
よ
り
遙
か
に
優
っ
て
み
る
。
か
・
る
謡
歌
の
結
論
は
人
が
火

星
、
こ
其
の
観
測
者
を
齢
り
に
輕
卒
に
取
扱
ひ
易
い
ミ
云
ふ
様
に
述
べ
ら
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れ
て
來
た
。
そ
し
て
多
く
の
事
が
俗
的
氣
分
を
満
足
せ
し
め
る
様
に
書

か
れ
、
叉
記
録
さ
れ
來
つ
た
一
こ
は
云
へ
、
私
は
天
文
慌
者
等
が
火
星
に

辛
し
て
眞
理
の
床
岩
に
正
し
く
臥
す
る
多
く
の
事
柄
を
記
録
し
た
事
を

知
る
者
で
あ
る
。
世
界
が
所
謂
る
運
河
が
火
星
に
存
在
す
鼎
こ
の
初
め
の

暗
示
を
受
け
た
の
は
蝋
八
七
七
年
に
ス
キ
ァ
バ
レ
リ
に
由
っ
て
與
へ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
世
界
は
其
ω
啓
示
に
期
し
て
準
備
が
整

っ
て
み
な
か
っ
た
。
そ
し
て
他
の
者
等
が
疑
っ
て
居
る
間
に
ス
キ
ァ
パ

レ
リ
は
糞
見
か
ら
二
見
へ
一
こ
進
ん
で
行
っ
た
。
一
八
七
九
年
に
彼
の
所

伽
謂
ヵ
ナ
ー
リ
は
N
八
七
七
年
に
於
け
る
よ
り
も
よ
り
局
演
算
に
よ
・
り
狭
く

現
は
れ
た
、
訪
れ
は
彼
等
に
立
て
攣
化
が
あ
っ
た
爲
で
無
く
寧
ろ
彼
自

身
の
看
取
の
能
力
の
改
良
か
ら
來
た
も
の
で
あ
ろ
。
何
ミ
な
れ
ば
眼
は

一
度
見
た
事
は
二
回
目
に
は
常
に
よ
り
善
く
見
得
る
か
ら
で
あ
る
。
最

後
に
其
年
の
終
頃
彼
は
点
る
夕
方
驚
く
巧
き
現
象
ミ
し
て
彼
を
さ
え
感

動
せ
し
め
た
事
を
観
測
し
た
。
帥
ち
多
く
の
蓮
河
の
一
が
巻
き
つ
い
て

を
り
、
二
箇
の
封
ω
蓮
河
が
前
に
は
唯
一
箇
の
藩
命
を
凄
め
し
た
所
に

魚
に
現
　
れ
た
。
其
の
走
行
は
非
常
に
完
全
で
あ
っ
た
爲
め
に
彼
は
一

つ
の
幻
覗
だ
ε
后
ぶ
ん
だ
。
然
し
乍
ら
彼
は
彼
の
望
遠
鏡
或
は
古
創
レ

ン
ズ
を
憂
へ
て
も
「
何
物
も
襲
超
し
得
な
か
っ
た
。
此
ω
現
象
は
明
か
に

宮
盛
で
あ
っ
た
。
其
の
次
の
衝
に
當
っ
て
彼
は
萬
一
蓮
よ
く
か
の
奇
妙

な
出
島
事
の
反
覆
を
記
録
す
べ
き
か
を
見
ん
も
の
一
こ
望
み
見
た
。
そ
れ

か
ら
彼
は
彼
等
の
二
十
が
二
重
に
な
っ
て
み
る
の
を
見
た
。
之
れ
は
彼

れ
自
身
の
驚
愕
の
頂
鮎
を
冠
し
た
。
そ
し
て
他
の
人
々
が
容
易
に
信
ぜ

な
い
事
を
出
す
の
も
不
必
要
な
事
で
あ
る
、
何
，
こ
な
れ
ば
他
の
人
は
誰

も
「
孟
子
」
が
二
重
で
あ
み
の
を
見
る
事
は
さ
て
措
き
、
未
だ
「
運
河
」

さ
え
見
る
に
少
し
協
成
功
し
て
居
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
九
年

の
間
彼
の
幻
を
唯
自
ら
秘
し
て
掲
り
働
い
た
。
一
八
八
六
年
に
至
る
迄
、

彼
以
外
誰
も
蓮
河
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
其
年
の
四
月
に
ナ
イ
ス

（
佛
國
）
の
べ
ロ
ー
タ
ン
が
ナ
イ
ス
の
二
＋
九
吋
口
径
の
大
望
遠
鏡
が
据

付
け
ら
れ
た
時
に
初
め
て
見
た
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
鏡
を
以
っ
て
し

て
も
彼
等
が
登
見
さ
れ
ろ
迄
に
数
日
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
忽
ち

ペ
ロ
ー
タ
ン
は
フ
イ
ソ
ン
℃
三
．
。
門
戸
ε
濁
せ
ら
れ
た
彼
等
の
一
を
嚢
見
・

し
た
彼
の
助
手
ト
ー
ロ
ン
客
、
穿
。
ぎ
臣
は
そ
れ
を
宜
ぐ
後
に
見
た
。
其

後
彼
等
は
多
く
の
外
の
も
の
一
1
或
る
も
の
は
軍
一
な
も
の
湿
る
も
の

は
二
重
な
も
の
一
1
を
見
分
け
る
様
に
な
っ
て
大
艦
ス
キ
ア
パ
レ
リ
が

引
い
た
程
に
迄
な
っ
た
。
其
時
似
來
他
の
観
測
者
等
も
引
き
粗
い
て
彼

等
を
看
付
け
て
其
の
微
は
凡
て
の
衝
毎
に
増
加
し
つ
、
あ
る
。
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博
士
ロ
ー
エ
ル
曰
く
『
火
星
が
生
物
に
住
ま
は
れ
て
み
る
様
に
見
え

る
ミ
は
此
の
問
題
に
關
す
る
最
後
の
言
葉
で
な
く
て
最
初
の
言
葉
で
あ

る
。
我
等
は
今
や
事
物
を
新
観
察
鮎
よ
り
眺
の
、
且
つ
軍
に
一
地
方
的
観

察
を
な
す
の
み
な
ら
す
、
廣
い
一
瞥
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

地
方
的
観
察
ε
云
ふ
意
は
地
球
的
観
察
を
云
ふ
。
人
類
は
凡
て
そ
の
驕

れ
る
属
性
を
以
っ
て
し
て
も
結
局
、
鎖
の
一
環
に
過
さ
な
い
で
あ
ら
う
』

ぐ
も
私
は
テ
ニ
ス
ン
の
哲
學
を
好
む
一
1
そ
れ
に
耳
傾
け
ら
れ
よ
。

我
が
心
中
の
此
眞
理
は
繰
返
し
て
云
ふ

無
邊
際
の
宇
宙
に
於
て
は

無
限
の
善
ミ
無
限
の
悪
ミ
存
す

汝
は
此
の
希
望
，
こ
恐
怖
の
銭
型
よ
り

我
等
を
彼
方
幾
億
萬
の
天
球
に
於
け
る

彼
の
諸
峰
よ
り
も
堂
々
た
る
者
ε
な
し
得
S
考
ふ
る
や
？
・

然
し
我
等
を
し
て
停
冠
せ
し
め
よ
。
我
等
彼
の
「
謹
糠
を
通
り
越
し
た

断
言
は
大
回
失
な
う
の
み
な
ら
す
、
一
つ
の
罪
悪
で
あ
る
」
ミ
の
警
句

を
記
憶
し
よ
う
。
ベ
ー
コ
ン
は
「
眞
理
」
に
關
…
す
ろ
論
文
中
に
「
一
つ
の

虚
言
を
交
へ
る
事
は
常
に
面
白
味
を
加
え
る
L
一
こ
眞
を
述
べ
た
。
そ
れ

は
悪
意
よ
り
出
で
た
虚
言
を
意
味
し
な
か
っ
た
σ
寧
ろ
謹
聴
よ
り
も
足

の
速
い
大
仁
な
記
述
を
意
味
し
た
。
曲
ら
ぬ
論
謹
は
一
般
向
き
で
な
い

然
し
名
望
ミ
機
智
に
富
ん
だ
天
文
二
者
が
火
星
住
民
の
高
度
を
論
じ
よ

う
ぐ
」
欲
す
る
か
、
又
は
若
し
我
等
に
サ
ハ
ラ
砂
漠
上
に
或
有
力
な
三
角

形
叉
は
五
角
形
を
建
て
、
そ
れ
を
幾
萬
の
電
光
で
輝
か
し
め
、
そ
れ
か

・
ら
我
等
の
隣
の
火
星
か
ら
の
結
果
を
見
守
ら
う
ぐ
」
我
等
に
告
げ
る
者
あ

あ
ば
吋
の
講
堂
を
懸
衆
で
充
し
得
る
で
あ
ら
う
。

　
萬
事
が
襲
見
せ
ら
れ
來
つ
た
一
こ
考
へ
る
事
は
甚
だ
大
な
る
誤
謬
で
あ

る
。
我
等
は
我
等
の
地
卒
線
が
世
界
の
境
界
だ
一
こ
考
へ
も
し
よ
う
。
時

が
進
む
に
蓮
れ
て
、
そ
し
て
思
想
家
が
考
へ
績
け
、
智
識
か
盆
々
進
む

に
連
れ
て
昨
日
の
地
李
線
な
り
し
も
の
は
今
日
の
我
等
の
地
謡
線
に
あ

ら
ぬ
に
至
り
，
而
し
て
明
日
の
地
無
線
は
幽
晦
よ
り
爾
異
っ
た
も
の
ミ

な
り
か
く
て
「
時
の
休
止
す
る
事
な
き
海
」
は
其
の
海
濱
に
時
－
こ
し
て
は

橿
値
な
き
海
草
を
時
ミ
し
て
は
償
貴
き
眞
珠
を
、
そ
し
て
伺
ほ
他
の
時

に
は
奇
妙
な
漂
着
物
f
一
そ
れ
は
磨
い
て
無
い
洛
学
叉
は
唯
の
粗
末
な

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

が
ら
く
た
で
も
あ
り
得
る
一
i
を
投
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
世
の
生
命
ε
彼
方
の
大
な
る
生
命
ε
の
間
に
垂
れ
を
る
彼
の
入



43

り
込
め
ぬ
幕
の
此
方
に
あ
る
ロ
ー
エ
ル
に
一
こ
つ
て
は
時
は
愈
々
更
け
且

つ
暗
黒
を
塘
し
た
、
そ
し
て
一
九
一
六
年
十
一
月
十
二
日
，
黄
金
の
鍵

は
彼
の
望
め
に
永
遠
の
宮
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。
其
の
時
死
一
黒
の

騎
駈
1
が
彼
の
門
口
に
脆
い
九
の
で
あ
っ
た
。
一
I
l
私
は
美
し
い
東
洋

の
比
喩
を
用
み
る
。
如
何
な
る
話
に
名
高
い
墓
所
も
叉
大
理
石
の
黒
身

像
も
飛
び
去
ろ
息
を
其
の
住
家
に
館
ら
す
事
は
撃
茎
な
い
。
紳
は
彼
の

働
き
手
を
薪
り
給
ふ
。
而
し
彼
等
の
事
業
は
葬
り
去
り
給
は
な
い
。
そ

れ
は
盆
々
進
み
行
く
、
そ
し
て
我
等
の
智
識
は
菩
積
さ
れ
た
思
想
・
こ
無

鰍
の
心
漿
の
縄
験
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
無
数
の
心
気
の
中
に
あ
っ
て

ロ
ー
エ
ル
は
重
要
以
上
の
位
置
を
充
た
し
て
み
る
。
（
T
E
生
渇
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
り
）

天
室
を
精
査
す
る
事
に
よ
っ
て
吾
人
は
藤
野
よ
り
吾
入
の
知
る
何
物
よ

り
も
遙
に
驚
異
す
べ
き
｝
未
來
を
讃
む
事
を
得
べ
し
。
教
授
ロ
～
エ
ル

謹
賦
勅
題

周
芸
大
塊
丁
寧
縄

天
象
昭
懸
歳
首
曉

和
歌
山
　
吉
　
　
田

鍾
運
日
東
冠
平
群

徳
星
如
月
照
山
雲

宇
宙
の
眞
相
小
野
　
筒
衣

　
一
九
二
一
二
年
は
來
た
。
宇
宙
は
開
け
る
。
過
去
幾
千
年
來
の
間
，
入

営
を
悩
ま
し
て
填
た
宇
宙
も
，
入
類
の
苦
悶
の
血
潮
¶
こ
、
努
力
の
陰
野

の
綜
品
た
る
吾
人
の
振
り
上
げ
る
鐵
鎚
の
一
撃
↓
打
の
前
に
は
粉
蒔
さ

れ
す
ば
止
む
ま
い
。

あ
あ
。
室
に
照
っ
て
み
る
、
満
ち
た
月
。

こ
の
机
の
傍
で
、
己
が
眠
ら
す
に

眞
夜
中
を
過
し
た
の
は
幾
度
だ
ら
う
。

こ
の
己
の
苦
を
お
前
の
照
す
の
が
今
宵
を
終
で
あ
れ
ば
好
い
に
。

悲
し
げ
な
友
よ
。
さ
ラ
云
ふ
晩
に
お
前
は

色
々
の
書
物
や
紙
の
上
に
照
っ
て
み
た
。

あ
あ
。
お
前
の
そ
の
可
愛
ら
し
い
光
ω
下
に
、

高
い
山
の
脊
を
歩
く
こ
一
こ
は
出
來
ま
い
か
。

あ
ら
ゆ
る
知
識
の
塵
の
中
か
ら
蝉
脱
し
て
、

お
前
の
露
を
浴
び
て
盟
を
直
す
こ
¶
こ
は
出
・
來
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
グ
エ
テ
）

眞
理
は
法
王
の
有
な
ら
す
、
學
者
の
有
な
ら
す
。
之
を
愛
す
る
も
の
の

有
な
り
。


